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新年度所信表明 

ＮＰＯ法人緑・ふれあいの家 
理事長 久木 勝三 

 
本年は、緑・ふれあいの家がＮＰＯ法人となり３年目を迎えるこ

ととなります。 
これまで、他の区に先駆けて地域活動協議会を立ち上げ、大阪市

ではいち早くＮＰＯ法人の認証も取得しました。 
設立が出来た事も順調に発展出来た事も、皆様方の支えが有って

のことと感謝を申し上げます。ただ、私達が設立を急いだ背景に

は、大都市大阪特有の事情がありました。 
第一として、人口規模が大きいが故に、地域と行政間に大きな距

離ができております。従って状況対応もおそくなり、多様な地域

課題にも的確な対処が適時に出来ておりません。 
第二として、地域社会においても、現在まで発展の礎となった既

存団体や地縁組織などが、多年の疲労と高齢化などにより存続の

危機を迎えております。 
また、町会加入率の低下や人材の不足など、随所で改善しなけれ 
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ばならない課題が山積みとなってまいりました。 
このような地域課題を見据えて、私達は自分達の「緑地域」に最も

適した政策や施策を提案・実行できる組織として、ＮＰＯ法人を設

立いたしました。 
私達は、地域内の情報を出来るだけ吸収し、その問題を皆さんと共

有し解決をいたします。社会の環境整備や事業の計画などは、その

都度、実施計画を広く広報いたします。 
市・区に対する要請や要望は、共に提案させていただきます。 
当然のことながら事業や予算については、実施前も実施後も広報誌

やホームページを通じて皆様に公表し透明性を担保いたします。 
誰もが「安心して参加できる社会環境」の整備に努め、広く人材を

確保して、これからもよりよい地域社会の構成と発展を目標とし

て、活動をしてまいります。 
以上、諸般事情をご推察をいただき、これからもご指導・ご協力を

宜しくお願い致します。 

事業計画（案） 　　　　　　　　    内   　　　　　　　    容 予算（案）

高齢者食事サービス

同宅配サービス

青色防犯パトロール 安心安全の街づくり

日曜ふれあい喫茶 福祉事業「見守り・地域交流」

いきいき教室 地域支援・寺子屋交流

いどばたクラブ 地域支援

ふれあい市 安心食材と地域間交流促進

新規事業開発研究 学童他新規事業受託・開発

桜まつり 地域コミュニティの向上

納涼盆踊り大会 地域活性化とコミュニティの向上

新年互礼会 地域コミュニティの促進

成人を祝う会 地域コミュニティの促進

子育てサロン 子育て世代の支援

敬老会 高齢者福祉事業

地域助け合いネット 要援護者支援事業

有償ボランティア 事業経費

ＮＰＯ部会活動助成金 各団体の活動助成金

老人憩いの家 事業経費

ふれあいの家 事業経費

人件費 ふれあいの家事務局

交通・交際費 出張・会議交際

いきいき事業 新規雇用費

予備費 次期事業繰越金

合計

福祉事業「栄養面と健康管理」豊かな食生活づくり
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【雨のち晴れ 桜まつり】 
4 月 6 日の 9 時半から緑第一公園で恒

例の桜まつりが開かれました。当初は 
3 月 30 日の開催予定でしたが、100％
雨予報のため前日に延期を決め、1 週

間後の開催となりました。 
当日は桜ふぶきの中、鶴見商業高校ダ

ンス部がオープニングダンスを披露。

石川実行委員長の開会宣言の後、久木

理事長から「地元の自治会、諸団体や

地域の企業、学校とも協力して今年も

桜祭りを開くことができました。これ

からも地元の皆さんのご協力、ご支援

をお願いします。」と開会あいさつがあ

りました。続いてご来賓の紹介をし、

代表として河村鶴見区長からご挨拶を

いただきました。 
そして桜まつりがスタート。会場は公

園と公園南側道路で各種団体やタガミ

花店さん・鶴商さんが工夫を凝らした

売店で祭りに花を添えています。花冷

えの天候もあり、温かい「おでん」や

「ぜんざい」などの屋台にはすぐに行

列ができていました。鶴商生徒さんの

NPO 法人緑・ふれあいの家ホームページ http://midorihureainoie.jimdo.com/ 
フェイスブック・ブログもあります。「ＮＰＯ法人緑・ふれあいの家」で検索していただくか、ホームページからご覧ください。 
 

元気あふれる売り声や、移動販売が会

場の雰囲気を盛り上げています。公園

内では、この日のためにコツコツと手

作りしたスマートボールが子ども達に

大人気。南側道路のふれあい市ではお

祭り企画「野菜の袋詰め放題」のアナ

ウンスが流れるとテントの前に大集

合！子どもも大人もぎゅうぎゅうと袋

詰めに挑戦していました。ふれあい市

の人気は「焼き芋」と「じゃがバター」。

出来上がるのに少々時間がかかるため

蒸し器の前で出来上がりを楽しみなが

ら待つ人も。 
前副区長でご退職された古谷さん、大

阪市市民局にご転勤になった吉岡さん

など、お世話になった方々が数多くお

顔を見せてくださいました。 
又、この日にために太洋工作所さん・

念法眞教金剛寺さん・上新電機さんに

は施設などご協力していただきまし

た。皆様ありがとうございました。 
又来年も会場でお会いしましょう！！ 
 
 

「力にはチョット自信あるぞ！」 
「子ども好きだし子育て経験も

豊富よ！」 
「何か自分にできることがある

ならやってみようかな？」 
「以前の職業経験を活かせるな

ら！」  

「足が痛くて買い物に行けない…」 
「物置を整理したいけど重いもの

が多くて…」 
「小さな子供がいるんだけど 
少しの時間見ていて欲しい…」 

「出産前だけど家具の配置換えを

したい…」 
「電器関係は疎くて…」 
「犬を散歩に連れてって…」 

 

双方、お問い合わせは緑ふれあいの家まで 
電話０６－６９１５－６３３３ 

「助けてほしいことがあるけれど、業者は高額だし、人には頼みづらいし…」 
そんな悩みも多少の謝礼を支払うことで気持ち良く解消できる 

それが緑地域の有償ボランティアシステムです。 


